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語大学の一般教養諜程を主たる対象
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史的・文学的展望の補助とする。
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。
し
か
し
、
問
時
に
中
関
に
鈎
し
て
加
害

者
と
し
て
の
立
場
を
は
っ
き
り
さ
せ
た
の
が
、
一
一
一
十
九
年
前
で
あ
る
、
と

い
う
こ
と
も
忘
れ
て
は
な
る
ま
い
。
戦
後
二
十
五
周
年
を
の
み
強
調
す
る

こ
と
が
と
も
す
れ
ば
被
害
者
で
あ
る
と
意
識
さ
せ
、
加
容
者
で
あ
っ
た
こ

と
を
忘
れ
さ
せ
る
作
用
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
忠
わ
れ
る
の
だ
が
。

(
(
μ

問
橋
一
出
〉

五所1r 重 刷所印 斡編う梧

文漢
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